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豚コレラによる豚⾁価格急騰を追い⾵に中国企業が⼈⼯⾁を販売 肥満防⽌にも 
 
中国で⼈⼯⾁が開発され、販売されている。⾷物
由来のタンパク質や⾷物繊維から製造される。
価格はまだ⾼いが、豚コレラの発⽣による豚⾁
価格の⾼騰、そして健康と環境意識への⾼まり
がこの事業の追い⾵となっている。 
 
記事には体重過多（過体重）の⼈⼝割合が⽰して
あり、中国とインドでその割合が増え続けてい
ることが分かる。 
 
 
2014 年 06 ⽉ 02 ⽇ Gigazine 

世界で 29％の⼈が体重過多か肥満であること
が判明、国別トップ 10 はこの国 

2013 年時点での調査結果か
らは、全世界⼈⼝の 29％にあた
る 21 億⼈が過体重および肥満
の状態にあることが明らかにさ
れています。その中でも肥満状
態にある⼈⼝は成⼈で 12％、⼦
どもを含む未成年者では 4.9％
となっており、これは 1980 年
から⼀貫して増加する傾向にあ
ることも明らかにされました。
また、世界で 6 億 7100 万⼈と
いう肥満⼈⼝の半数以上は、ア
メリカ、中国、インド、ロシア、
ブラジル、メキシコ、エジプト、
ドイツ、パキスタン、インドネ
シアの上位 10 か国に暮らして
いるということもわかっています。 



体重過多（過体重）と肥満は BMI に基づき判定します。 
 BMI＝体重(kg)÷（⾝⻑(m)）2 
この値が 22 の時に⼀番病気にかかる率が低いことから BMI が 22 になる体重を理想体重と
しています。25 以上が体重過多、30 以上が肥満です。 
 
中国が培養⾁とあるが、アメリカ、イスラエルでの複数社による先⾏あり。そして、すでに
忘れ去られて久しいのが⽯油タンパク質。カネカが⾷糧難を⾒越して開発したが多くの⾮
難を受けその商品化は中⽌となった。時代に先⾏し過ぎたのですね。 

⽯ 油 タ ンパ ク (SCP) は本 当 に安 全 な のか 
https://www.jstage.jst.go.jp/article/jvma1951/28/6/28_6_315/_pdf/-char/ja 
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「⾁は⼈⼯的に⽣産できる」 ⾷⾁の常識を変える世界のミートテック企業 

⼈⼯⾁には⼤きく分けて、植物由来のものと、動物から採取した細胞を育てて⾁をつくる
培養⾁がある。 
Impossible Foods/インポッシブル・フーズ in USA 

植物由来の⼈⼯⾁の先駆「インポッシブル・フーズ」は、カリフォルニアの⽣産施設で毎
⽉ 50 万ポンドの⼈⼯⾁を⽣産している。これは、毎⽉ 200 万⼈に同社のパティを使⽤した
「インポッシブル・バーガー」を供給するのに⼗分な量に当たる。 
Finless Foods/フィンレス・フーズ in USA 

近年、世界的に⿂の消費量が増える⼀⽅、海の汚染により、今後も安全な⿂を⾷べること
が危ぶまれている。そんな中、環境を守りながら健康でおいしく安価なシーフードの提供を
⽬指しているのが、2016 年創業、⿂の培養⾁を⼿がける「フィンレス・フーズ」だ。 
Beyond Meat/ビヨンド・ミート in USA 

「ビヨンド・ミート」は⾼級スーパー「ホールフーズ・マーケット」で初めて精⾁売り場
に並んだ⼈⼯⾁。主原料はエンドウ⾖で、少量のビーツが⾚い⾊味、ココナッツオイルと⽚
栗粉が、ジューシーな⾁汁の元だ。 
Memphis Meat/メンフィス・ミート in USA 

2015 年に創業した、培養⾁を提供するミートテック企業のリーディングカンパニー。2016
年、⽜と豚の幹細胞から得た筋⾁繊維から、世界ではじめて培養⾁でミートボールを完成さ
せた。 
Super Meat/スーパーミート in ISRAEL 

イスラエルには約 250 社のフードテックスタートアップがあり、⾷に関する事業は⼤き
な盛り上がりを⾒せている。「スーパー・ミート」は、メンフィス・ミートと同じく、動物
細胞の培養から鶏⾁をつくるミートテック企業だ。 


